
ひなぎく ノ複花卜おにゆり.ノ狂咲（妹尾義一） 


Fig .11. 北部地方ノ典型的地勢（著者!®影） 


〇ひなぎくノ複花卜おにゆりノ狂唉 

ひなぎく iBelis perensis) ノ '複花二就テハ旣二 三 好博士ガ最新植物學中卷第四章植物 
ノ畸態ノ所デ厂菊科植物ノ頭狀花ノ花托ガ圓举形トナ！)數個ノ有柄頭狀花ヲ着ク J 卜述ベラ 
“西村眞夫氏寄贈ノ標本二依ル」卜寫圖ガ出 P — 

テ ヰ ルガ 小生ノ見 タモノノ、 次 ノ岡ノ 如クャ 、其 ；； v \ 


ひなぎく (jBelis perensis ^) ノ複花 
該花ヲ裏面ヨリ見タモノ 2. 子頭狀花ノ着患ノ樣子 


3. 2二同ジ • t 無柄ノ子頭狀花 


おにゆりノ狂咬 


ノ趣ヲ 異ニシテ 母頭狀花ヨリ 生ズ ル子頭狀花ハ長柄或ヒハ無柄ノ狂咲狀ノモノ デ 中心部= 
筒狀花 ナク有 柄ノモノノ、 1 一3 枚位>小葉ヲ着ケテヰル、子頭狀花.ハ母花ノ花托或ヒハ m 
苞間ヨ リ生ジ 其ノ遺傳性二就テハ目下調査中デアルガ多數ノ該花株ヲ見タルコトヨリ恐ラ 
ク遺傳性 7 有 スル モノ ト思ハレル斯ル象現ノ、花ノ由來ヲ物語ルモノ 、ヤウ =考ヘラレル。 

お■にゆり （ Liliurn tigrinum) ハ 觀賞用食用トシテ可成リ廣ク栽培サレテ4ルガ他ノ觀 
賞用植物二比較スルト殆ド人ノ手ガ加へラレナイデ野生ノマ、ノ感ジヲ與へテ4ル。玆二 
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紹介スル狂咲ノおにゆり 
ノ、サウ云フ點ヵラ考へテ 
面白イモノデハナカラウ 
力。該花ハ本校々庭二栽 
培シタ4株ノ中ノ1株二 
生ズルモノデ該株ノ花ハ 
何レモ 形 =於テ 多少 ノ相 
違ハアル ガ殆ド ソノ 變化 
二於テハ 相 同ジデ全 花 葉 
ノ數ノ、何レモ30枚ヲ有 
シ1層ハ3枚宛デ10層ョ 
リ成リ其ノウチタ t •佃 f ノ 5 
層ハ形 色共=花 蓋狀デァ 
ルガ第6層目ノモノノ、葯 
ヲ有スル 花 蓋樣ノモノデ 
第7層目ハ第6層目ノモ 
ノト 雄蕋ト ノ中間性ノモ 
ノガ多イ〇第8層目ノモ 
ノノ、3枚互二癒着シ第9 
第10層卜共二其ノ着生 
場所 ヲ異ニシテキルガヤ 
ノ、リ葯ノ 痕跡 ヲ有スルモ 
ノアリ、第9第10層ハ癒着シナイデ離生シ第9層目ノ 3枚ニノ、莉ハ認メラレヌ。第10層 
ハ雌蕊ノ 變化 シタモノデ、小サイ 子房' ノモノヲ附ケテヰル。 

思フニ該花ノ、花冠ノ 重複 トナルアラユル 場合方法 ヲ現坩シタモノデ、多數ノモノヲ調べテ 
見ルト花葉ノ畸形ノ、花ノ中心ノモノホド著シク現ハレルコトモ分ル〇尙ホ花葉ノ配列ハ普通 


1- 狂暌ノおにゆり 2. 第 6 層目花葉 3. 第 7 層目花葉 




5 - ん第7層マデノ着生場所 


6 •第1〇層目花葉 



ノモノニ 同ジデアル。 


花冠ノ重複トナル場合二就イテハ 三 好博士著最新植物學中卷 423 頁ヲ參照セラレダイ。 

(富山縣女子師範學校妹尾義一） 


〇逗子ノ萩、籠坂ノ萩 


逗子ノ山二きはぎトモまるばはぎトモツカナイ获ガアル。 ソレハ 丁度きはぎ卜まるばは 
ぎトノ間ノヤウナ形ヲシタ萩デアル。一體連子ヤ鎌倉/山ニノ、きはぎ卜まるばはぎトハ澤 
山アルガ外ノ萩ハ絕ェテ見ナイノデアル。ソシテソノきはぎ卜まるばはぎトガ到ル處二混 
生シテキル。サウイフきはぎ卜まるばはぎトノ混生シテキルヤウナ駿ノ中ニコノ萩ガ 見出 
サレル。デアルカラ牧野先生ノ、コノ萩ヲきはぎ卜まるばはぎトノ間種デアラウトイハレタ 
コトガアツタ。コノ萩ハ逗子ノ山ノー部ニヤヤ廣イ 範圍二 互ツテ點生シテヰルガ八九月ノ 
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